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一般質問は60分の持ち時間の中で、質問と答弁のやり取りが繰り返されます。掲載してい
る内容は質問議員がまとめたものです。

地
方
税
徴
収
機
構
は
納
税
者

の
立
場
で

質
問  

地
方
税
徴
収
機
構
は
納
税
者
の

立
場
に
立
っ
た
、親
身
な
対
応
で
な
い
。

納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な
い
事
情
が

あ
っ
て
滞
納
が
あ
る
の
に
、『
早
く
納

め
ろ
』、『
一
年
以
内
に
完
納
せ
よ
』
と

言
わ
れ
て
も
、
無
理
難
題
だ
。『
銀
行

か
ら
、
親
類
か
ら
借
り
ら
れ
な
い
か
』

な
ど
な
ど
、
相
談
者
は
『
滞
納
し
た
自

分
が
悪
い
の
だ
か
ら
』
と
、
一
層
畏
縮

す
る
ば
か
り
。『
住
宅
の
ロ
ー
ン
は
払
っ

て
い
る
の
に
、税
金
を
滞
納
す
る
と
は
、

周
り
の
市
民
が
許
し
ま
せ
ん
よ
』
と
、

凄
ま
れ
る
。
も
っ
と
親
身
に
な
れ
な
い

か
。

答
弁  

税
負
担
の
公
平
性
確
保
の
た

め
、
県
と
県
内
市
町
村
が
共
同
で
設
置

し
た
「
県
地
方
税
徴
収
機
構
」
に
参
加

し
、
市
税
滞
納
の
圧
縮
に
取
り
組
み
、

親
切
丁
寧
な
納
税
相
談
に
努
め
て
い

る
。
こ
の
機
構
は
任
意
の
協
力
組
織
で

あ
り
、
法
令
に
よ
る
根
拠
を
持
た
ず
、

法
人
格
が
な
い
た
め
、
各
市
町
村
長
名

で
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
る
（
組

織
名
で
の
徴
収
や
滞
納
処
分
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
）。

意
見  

市
長
か
ら
徴
収
機
構
に
対
し
、

親
身
で
納
税

意
欲
の
涌
く

よ
う
な
対
応

に
な
る
よ
う

御
指
導
い
た

だ
き
た
い
。

郷
病
院
新
築
は
、
病
院
再
生

の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

│
市
長
の
決
意
は
…
│

質
問  

平
成
27
年
開
院
に
向
け
、
大
き

く
動
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
郷
病
院
に

市
民
の
期
待
も
大
き
な
も
の
が
あ
る
反

面
、
医
師
の
確
保
を
基
本
と
し
て
克
服

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
少
な
か

ら
ず
山
積
し
て
い
る
。

　

市
長
と
厚
生
連
の
厚
い
信
頼
感
と
合

わ
せ
、
議
会
、
市
民
の
後
押
し
が
必
要

と
思
う
。
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

答
弁  

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
な
く

て
は
な
ら
な
い
病
院
で
あ
る
。
市
民
が

必
要
な
と
き
に
必
要
な
医
療
を
受
け
ら

れ
る
病
院
と
し
て
、
県
か
ら
も
支
援
、

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

森
林
・
植
林
に
つ
い
て

質
問  
森
林
植
林
の
認
識
に
欠
如
の
為

に
大
切
な
自
然
資
源
が
荒
れ
放
題
の
状

態
で
あ
る
。
国
が
策
定
し
た
、
森
林

林
業
再
生
プ
ラ
ン
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
と
森
林
林
業

再
生
運
動
を
展
開
し
、
10
年
後
に
は
民

有
林
森
林
整
備
の
７
割
以
上
、
国
産
材

供
給
体
制
作
り
を
最
優
先
課
題
と
う
た

い
取
り
組
ん
で
い
る
。
阿
賀
野
市
の

森
林
面
積
は
国
有
林
、
民
有
林
合
わ
せ

て
７
３
３
９
ha
あ
り
、
人
工
林
面
積
は

１
７
１
０
ha
、
県
下
で
も
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
る
。
国
土
を
守
り
自
然
を

守
り
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
が
最
大
の
宝
庫
な
の
に
維
持
管

理
能
力
は
十
分
に
機
能
せ
ず
関
係
者
の

要
望
は
大
で
あ
る

答
弁  

人
工
造
林
の
管
理
は
地
元
組
合

が
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
放
棄
さ
れ
た

森
林
が
増
加
傾
向
に
あ
り
管
理
が
悪
い

と
保
水
機
能
が
発
揮
で
き
な
く
災
害
の

発
生
や
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、今
後
は
一
層
努
力
し
て
い
く
。

質
問  

山
林
を
県
が
統
括
的
に
管
理
合

理
的
に
運
営
す
る
制
度
講
築
が
必
要
、

組
合
と
連
携
し
予
算
措
置
を
十
分
に
、

雇
用
創
出
も
可
能
で
あ
り
山
林
の
一
元

管
理
す
る
。

答
弁  

今
後
は
広
域
基
幹
林
道
早
期
完

成
と
主
要
林
道
整
備
改
修
を
進
め
路
網

整
備
支
援
を
行
う
。

防
犯
に
つ
い
て

質
問  

危
機
管
理
体
制
、
何
時
何
処
で

何
が
発
生
す
る
か
予
測
の
つ
か
な
い
状

況
下
。
市
民
の
安
全
安
心
確
保
の
た
め

防
犯
カ
メ
ラ
の
早
期
設
置
が
必
要
。
犯

罪
事
件
は
多
種
多
様
、
情
報
網
だ
け
で

は
限
界
。
物
騒
な
時
代
、
防
犯
上
必
要

な
手
段
方
法
。
早
急
に
検
討
に
入
る
べ

き
で
あ
る
。

答
弁  

防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
を
未
然
防

止
す
る
抑
止
効
果
が
高
く
犯
罪
件
数
の

減
少
や
事
件
の
早
期
解
決
に
つ
な
が
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
方
向

性
と
し
て
犯
罪
の
発
生
状
況
な
ど
阿
賀

野
市
の
実
情
を
精
査
し
、
関
係
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

就
任
２
年
目
、
田
中
市
政
に

つ
い
て

質
問  

市
長
の
決
意
を
伺
う
。

答
弁  

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
、
こ

の
ま
ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
働

き
手
の
減
少
に
よ
り
、
地
域
の
活
力
が

低
下
、
ま
た
、
若
年
層
等
の
人
口
が
減

少
す
る
こ
と
で
人
口
構
造
の
世
代
間
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
大
き
く
揺
ら
い
で
く
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
就
任
当
初
か
ら
５
つ
の
政
策

の
柱
を
掲
げ
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
、
元
気
で
明
る
く
活
力
の
あ

る
魅
力
的
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

平
成
25
年
度
は
、
さ
ら
に
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
、
安
全
安
心
の
基
盤
と
な

る
「
医
療
」「
福
祉
」、
子
育
て
や
人
材

の
育
成
を
図
る
「
教
育
」、
農
・
商
・

工
の
元
気
を
引
き
出
す
「
地
域
経
済
の

活
性
化
」
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
積

極
的
に
進
め
て
い
く
。

質
問  

市
民
は
水
原
郷
病
院
に
つ
い
て

も
大
変
心
配
し
て
い
る
。「
新
病
院
建

設
に
向
け
て
、
ど
う
い
っ
た
病
院
を
作

り
た
い
の
か
？
」「
救
急
医
療
に
対
し

て
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
」
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

答
弁  

私
が
目
指
す
病
院
像
を
端
的
に

申
し
上
げ
る
な
ら
ば
、「
市
民
が
必
要

な
と
き
に
、
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ

る
病
院
」、こ
れ
に
尽
き
る
。新
病
院
は
、

「
市
民
の
生
命
を
守
り
」、「
市
民
の
安

心
・
安
全
」、
そ
し
て
「
健
康
な
生
活

の
維
持
」
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
救

急
体
制
の
復
活
の
た
め
に
は
医
師
の
確

保
が
絶
対
条
件
で
あ
り
、
引
き
続
き
指

定
管
理
者
で
あ
る
厚
生
連
と
歩
調
を
一

つ
に
し
、
新
潟
大
学
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
。
休

日
、
夜
間
に
お
け
る
一
次
救
急
体
制
の

早
期
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
開

業
医
さ
ん
以
外
に
も
協
力
を
い
た
だ
け

る
医
師
が
お
ら
れ
な
い
の
か
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。
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地
域
経
済
と
農
業
の
振
興
の

た
め
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
を

質
問  

安
倍
首
相
は
日
米
首
脳
会
談
で

「
聖
域
」を
確
保
で
き
る「
感
触
」を
探
っ

た
上
で
最
終
的
に
判
断
す
る
と
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
、
財
界
言
い

な
り
の
圧
力
を
受
け
、
米
国
型
ル
ー
ル

を
押
し
つ
け
ら
れ
、
亡
国
の
道
に
突
き

進
も
う
と
し
て
い
る
。

　

市
町
村
議
会
が
反
対
、
或
い
は
懸
念

を
決
議
し
て
い
る
。
当
市
で
も
市
長
を

先
頭
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
の
全
市
的
運

動
を
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁  

日
本
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
安
倍
首
相
は
日
米
首

脳
会
談
の
後
、
例
外
品
目
も
あ
り
う
る

と
の
認
識
の
も
と
に
早
期
の
交
渉
参
加

に
強
い
意
欲
を
示
し
て
い
る
。
安
倍
首

相
に
は
先
の
衆
議
院
選
挙
公
約
を
順
守

し
、
国
民
と
の
約
束
を
守
る
よ
う
望
ん

だ
が
こ
の
様
な
姿
勢
は
残
念
で
あ
る
。

　

当
市
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
運
動
に
つ

い
て
は
、
県
な
ど
と
の
連
携
を
も
と
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問  

当
市
の
農
業
団
体
等
を
先
頭
に

行
動
を
起
こ
し
た
と
き
に
は
市
長
が
激

励
す
る
と
か
、
も
う
一
歩
踏
み
こ
ん
で

は
ど
う
か
。

答
弁  
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
そ

う
い
っ
た
も
の
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。学

校
給
食
に
お
け
る
食
材
の

地
産
地
消
の
向
上
を

質
問  

当
市
で
は
地
域
振
興
作
物
と
し

て
28
品
目
を
対
象
に
し
て
い
る
。
転
作

を
全
面
的
に
支
持
す
る
訳
で
は
な
い

が
、
１
万
５
２
０
０
円
の
産
地
資
金
を

単
独
助
成
し
て
い
る
。
こ
の
中
よ
り
何

品
目
を
食
材
と
し
て
位
置
づ
け
一
大
産

地
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
問
う
。

答
弁  

今
後
も
関
係
機
関
、
生
産
組
織

等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
地
元
産
の
給

食
食
材
の
確
保
、
消
費
拡
大
に
つ
と
め

た
い
。「
い
ち
ご
（
越
後
姫
）」「
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
」、
本
年
度
よ
り
「
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
」「
い
ち
じ
く
」「
オ
ク
ラ
」
の
一

大
産
地
化
を
農
協
と
共
に
目
指
し
て
い

く
計
画
で
あ
る
。
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